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Abstract
An alternative interface for flow injection-capillary electrophoresis (FI-CE) based on electrokinetic injection is described. The interface basically consists of tubular platinum and a commercially available standard tee connector. The tubular platinum works as not only an electrode, but also a waste outlet of a split sample solution. The availability of the proposed interface was evaluated by the separation of several transition metals, such as vanadium, iron, and cobalt with 1,10-phenanthroline (phen) where on-line complexation reactions with phen were performed in the FI part. We also propose here another improved FI-CE interface.
はじめに
　フローインジェクション（FI）法は，分析試料の誘導体化，濃縮などの前処理の自動化を得意とし，主として単一成分の高感度・迅速定量に威力を発揮している1)。しかし，基本的に分離能が無いため多成分分析に弱点がある。一方，キャピラリー電気泳動法（CE）は，内径50 (m程度の溶融シリカキャピラリー細管内で分離分析が行われ，高い分解能を有する。しかし，一般的には感度が悪く，低濃度分離分析を行うためには，オフラインでの前処理が必要となる。そこで，FI法とCE法を特殊なインターフェースで結合すれば，両法の特長を保ちながら弱点を補完し合う有用な分析技術を創出することができる。本研究では，市販の3方コネクターと管状白金を用いるシンプルなFI-CEインターフェースを試作し，金属錯体の分離によりその性能を評価した1)。更にFI部からの試料溶液を滴下し，CE部に導入する改良型のインターフェースの試作についても報告する。
実　験
　分析対象物としてV(V)，Fe(III)，Co(II)，配位子として1,10-フェナントロリン（phen）を用いた。FI部は，標準／サンプル溶液，phenと酢酸塩緩衝液（pH 4.0）の混合液，泳動液としての酢酸塩緩衝液（pH 4.0）の3流路で構成される。標準／サンプル溶液とphen溶液を合流させ，オンライン誘導体化された錯体が，サンプルループに充填される。バルブを切り替えると，錯体を含む試料溶液が泳動液に注入され，自作のインターフェースに導かれる。この際，試料溶液の一部がキャピラリー管に導入され，過剰な試料溶液は管状白金電極を通し廃棄される。導入された試料溶液をCEにて分離し，測定波長220 nmで測定を行った。
結果及び考察
　直接結合型インターフェース
　FI-CEインターフェースの構造を，Fig. 1に示す。FIとCEはインターフェースにより直接結合されている。FI側から誘導体化（錯形成）後の試料溶液が送液され，電気浸透流によりCEへと一部の試料が導入される。Fig. 2に3元素混合の標準溶液のエレクトロフェログラムを示す。Fig. 2のa，b，cおよびdはそれぞれ，Co(III)-，Fe(II)-，V(V)-phen錯体，および未反応のphenである。phen共存下でFe(III)によるCo(II)の定量的な酸化反応が起こるので，Feは2価，Coは3価として検出された。標準鉄鋼中の鉄の定量値は保証値と一致し，本法の有効性が確かめられた。
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　試料滴下による間接結合型インターフェース
　上記のインターフェースは，FIとCEが直接結合しているので，CEからの高電圧によりFI装置が故障することがあった。そこで，Fig. 3に示すように，FI部からの溶液をインターフェースに滴下するよう改良し，FIとCEを間接的に結合させた。FI側からの試料溶液がシリンジ上部から滴下され，内部に設置されたチップを通し3方コネクターへ導入される。廃液側にも同様にシリンジを設置し，廃液側からポンプを利用して試料溶液の滞留を防止した。現在，この改良型インターフェースの機能を評価している。
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Fig. 2 Electropherogram of vanadium, iron, and cobalt (16 mg L–1 each) with the FI-CE system in triplicate at pH 4. (a), cobalt(III); (b), iron(II); (c), vanadium(V); (d), phen.











�


Fig. 1 Schematic of the FI-CE interface. t-Pt, tubular Pt electrode; d, distance from the end of the Teflon tubing sleeve to the end of capillary ; W, waste.
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Fig. 3 Falling- drop FI-CE interface.





以下をひな形（参考）に要旨をお書きください。見出しは適宜変更して頂いて結構です。





空白としておいてください。








